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真澄の都市図に比べて、広い空間を示している豊富なデ
ータ群となっている。�
　しかし、情報源として真澄の絵画は、貞良のそれに比
べ劣っているのかというと、そうではない。菊池勇夫氏
が「菅江真澄がみたコタンの景観」（"「絵引」をする菅江
真澄"）で発表したように、真澄の描いた絵画は、貞良に
はないさまざまな情報を提示してくれる。�
　一つは、画像として単独にあるだけではなく、各場面
に付された説明文や本文中の解説があるということであ
る。確かに真澄の作品は、絵引として、あるいは絵事典
としてすでに成り立っているといえる。しかも、アイヌ
語の対訳表記になっているものもある。ただし、この表
記については、児島恭子氏からの指摘があったように、
発音表記や対訳にかかわった通辞や真澄の解釈の質に注
意をはらわなければならない。しかしながら、表記に限
らず画像と語彙の関係について、補足や修正をすること
によって、画像から読みとれる有形のものや習俗など無
形のものと、名前や内容とを繋ぐことのできる指標とな
りえるのではないだろうか。�
　二つには、注記と解説に関連するが、真澄の絵画は、
描いた地域を特定できるものが多いということである。
北海道においては、南西海岸を記した『蝦夷喧辞辯』と
津軽海峡から噴火湾沿いを記した『蝦夷廼天布利』があ
り、それぞれの挿絵から当時の東西蝦夷地を、真澄の視
点で比較することができる。菊池勇夫氏が示したように、
アイヌ民族の家屋であるチセやそれに付帯する建物など
からなるコタンの景観に、東西の地域差を見いだせる。
そして、この地域差は、俯瞰した景観や建物の形態にと
どまらずに、アイヌ民族や和人の生活にかかわる道具の
細部にわたっても探ることが可能となろう。真澄の作品
は、絵引の作業をするうえで、まさに不可欠な史料なの
である。�
　絵引をするにあたっては、現在の言葉で過去を示すこ
とになる。しかし、中にはすでに死語となって形態から
言葉が辿れぬこともあるといえる。是非、絵引作業では、
細部まで詳細な貞良の都市図、画像と言葉を結ぶことの
できる真澄の挿絵を相互に補完して、事物に名称を付し
ていただきたい。また、この作業なしには、蝦夷地と松
前地の地域差やその特色を示すことはできないと考える。�
小玉貞良「松前」『松前江差屏風』（宮原柳遷模写）�
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菅江真澄「松前福山のあらまし」『蝦夷廼天布利』（模本･部分）�
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